
 

  

右の図のように ＡとＣ を結んで台形イを２つの

三角形ウとエに分けます。 

アとウとエ は高さが同じなので 

面積の比は 底辺の長さの比 になります。 

 

上の左の図において， 

三角形ア と イ の面積の比は 

（BD x AH x 
12 ）: (DC x AH x 

12 ）= BD : DC 

 

右の図も同様に考

える 

 

高さが等しい三角形の 

面積の比は 

底辺の長さの比 に等しい。 



 

 

必修例題 2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア イ

 

ＢとＥを結ぶ。 

ウとエの三角形において， 

 AE : EC = 2 : 3 より， 

  ウ : エ = ② : ③ 

 

 

エとイにおいて， 

 BC : CD = 2 : 1 より， 

  エ : イ = 2 : 1   

エは③で イはエの
12 なので， 

  イ は 3 x 
12 = 1.5 

     

  ア : イ = 5 : 1.5 

            = 10 : 3 

辺の比から 

面積の比 

 

 

 

2倍して整数比に

する。 

10 : 3 

 

解１ 予習シリーズの別解です。



 

 

 

公式を使って解く。 

三角形の面積の比と辺の比

公式を使って例題３を解いてみる
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大
 x 
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大
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

三角形 EDC の面積を 2 とすると，三角形 ABC の面積は(5+2=)7 です。 

                 ↓ 

      AC=a   EC=b とすると, 

          
𝑏𝑎 x 41+4 = 27 

          
𝑏𝑎 = 27 ÷ 45 

         
𝒃𝒂 = 𝟓𝟏𝟒   →  a : b = 14 : 5 

                    ↓ 

                AC=14  EC=5 

                           ↓ 

                AE : EC = (14-5) : 5  

                             = 9 : 5 

応用例題 1 

[パターン 2]の応用です。  

9 : 5 



 

三角形 EBFを 2倍し，たての長さでわる。 

AE=1 とすると， 

EB=2 

すべて，同じ比

になる。 
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